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鹿児島ローリング健康センター  隣 朝昭  

鹿児島市高麗町19―26強ビル101  ℡099-256-1346        

桜島で有名な鹿児島で開業しまして十一年になりました。東も西も

分らない初めての地でのローリング療法。「ローリングって何です

か？」で始まり、喜んだり落ち込んだりの日々でしたが、患者さん

の「楽になった」「ありがとう」の言葉で助けられた十一年でした。こ

れからも、患者さんの笑顔がたくさん見られるように、ローリング療

法を頑張っていきたいと思います。 

 

鳴海ローリング健康センター    蓑原 匠  

愛知県名古屋市緑区鳴海町小松山68―2    ℡052-899-1700        

名古屋市緑区で開業させて頂いて、昨年九月で六年になりまし

た。ローリング療法がどのような治療法なのかを知って頂くことから

始まり、ここまであっという間の時間でした。これからも、一人でも

多くの方にローリング療法を知って頂く様、また少しでもいい治療

が出来るように、頑張っていきたいと思っています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

                 
 
 

                                   

 
 

【頭
痛
と
は
？
】 

頭
痛
は
、
日
本
人
の
約
４
０
％
が
経
験
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

頭
痛
と
言
っ
て
も
、
痛
み
の
強
さ
、
痛
く
な
る
場
所
、
痛
み
が
続
く
時

間
等
、
人
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。
頭
痛
は
、
色
々
な
原
因
に
よ
っ
て

引
き
起
こ
さ
れ
る
た
め
、
現
れ
る
症
状
も
異
な
る
の
で
す
。
こ
う
し
た

頭
痛
の
中
に
は
、
放
っ
て
置
く
と
生
命
に
関
わ
る
危
険
な
頭
痛
も
あ
り

ま
す
。
生
命
に
関
わ
ら
な
く
て
も
、
と
て
も
辛
く
耐
え
難
い
の
が
頭
痛

で
す
。
ま
ず
は
、
生
命
に
関
わ
る
頭
痛
、
そ
う
で
な
い
頭
痛
の
種
類
に

つ
い
て
お
話
し
ま
し
ょ
う
。 

●
二
種
類
の
頭
痛
● 

頭
痛
は
大
き
く
、
一
次
性
頭
痛
と
二
次
性
頭
痛
の
二
つ
に
分
け
る
こ

と
が
出
来
ま
す
。
一
次
性
頭
痛
に
は
、
片
頭
痛
、
緊
張
型
頭
痛
、
群
発

性
頭
痛
が
あ
り
ま
す
。
二
次
性
頭
痛
は
、
脳
や
体
に
病
気
が
あ
っ
て
起

き
る
頭
痛
で
、
危
険
を
知
ら
せ
る
頭
痛
と
言
え
ま
す
。
こ
の
、
危
険
な

二
次
性
頭
痛
は
、
突
然
起
き
る
強
烈
な
頭
痛
、
だ
ん
だ
ん
と
酷
く
な
る

頭
痛
、
高
熱
を
伴
う
も
の
、
眠
気
や
吐
き
気
を
伴
う
も
の
、
視
力
の
異

常
や
体
の
麻
痺
を
伴
う
も
の
な
ど
が
、
こ
れ
に
当
た
り
ま
す
。
こ
れ
ら

の
頭
痛
が
知
ら
せ
て
く
れ
る
病
気
と
し
て
は
、
ク
モ
膜
下
出
血
、
脳
梗

塞
、
脳
腫
瘍
、
髄
膜
炎
、
急
性
ク
モ
膜
下
出
血
な
ど
な
ど
で
す
。
こ
れ

ら
の
頭
痛
は
、
体
の
異
常
を
知
ら
せ
て
く
れ
る
危
険
な
頭
痛
な
の
で
、

す
ぐ
に
病
院
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。 

 【片
頭
痛
に
つ
い
て
】 

で
は
、
改
め
て
、
一
般
的
な
一
次
性
頭
痛
群
、
片
頭
痛
に
つ
い
て
説
明
致

し
ま
す
。 

い
ま
や
頭
痛
持
ち
の
代
名
詞
と
も
な
っ
て
い
る
の
が
、
こ
の
片
頭
痛

で
す
。
部
位
と
し
て
は
、
頭
の
片
側
の
こ
め
か
み
か
ら
眼
の
辺
り
に
起

き
ま
す
。
酷
く
な
る
と
頭
全
体
が
痛
み
ま
す
。
片
頭
痛
と
い
う
名
前
か

ら
、
片
側
だ
け
が
痛
む
も
の
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
実
際
に
は
約
４

０
％
の
人
が
両
側
に
出
る
頭
痛
で
す
。
中
に
は
、
後
頭
部
が
痛
む
片
頭

痛
も
あ
り
ま
す
。
痛
み
方
は
、
脈
を
打
つ
よ
う
に
「
ズ
キ
ン
ズ
キ
ン
」

ま
た
は
「
ガ
ン
ガ
ン
」
と
痛
み
ま
す
。
頭
の
中
に
心
臓
が
あ
る
よ
う
だ

と
言
わ
れ
る
方
も
お
り
ま
す
。
痛
み
が
酷
く
な
る
と
、

拍
動
感
が
無
く
な
り
、
持
続
的
な
痛
み
と
な
り
ま
す
。 

●
片
頭
痛
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
● 

・
月
に
平
均
２
〜
６
回
、
発
作
的
に
痛
み
が
起
こ
る 

・
女
性
に
多
い
頭
痛
で
、
男
性
の
約
４
倍 

 

・
発
作
的
に
起
こ
る
の
が
特
徴 

・
４
〜
７
２
時
間
く
ら
い
持
続
す
る 

・
思
春
期
頃
か
ら
多
く
な
り
６
０
歳
前
後
で
少
な
く
な
り
、
３
０
歳
前
後
が 

ピ
ー
ク
と
言
わ
れ
て
い
る 

・
痛
み
が
酷
く
な
る
と
、
吐
き
気
が
し
た
り
、
吐
い
た
り
す
る 

・
遺
伝
病
で
は
無
い
が
、
親
子
で
体
質
が
遺
伝
し
や
す
い
。
特
に
母
娘
間
で
、

体
質
の
遺
伝
が
多
い
傾
向 

 

片
頭
痛
の
特
徴
と
し
て
、
前
兆
が
現
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
一
番
代

表
的
な
前
兆
は
閃
輝
暗
点
（
せ
ん
き
あ
ん
て
ん
）
と
呼
ば
れ
る
も
の
で

す
。
ギ
ザ
ギ
ザ
し
て
見
え
た
り
、
星
の
よ
う
な
も
の
が
見
え
た
り
し
ま

す
。
こ
の
前
兆
は
約
２
０
〜
３
０
分
ほ
ど
続
く
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。

前
兆
の
間
は
、
頭
痛
の
症
状
は
無
く
、
前
兆
が
終
わ
る
と
と
も
に
、
ひ

ど
い
頭
痛
が
起
こ
る
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。 

ま
た
、
生
あ
く
び
が
出
た
り
、
イ
ラ
イ
ラ
し
て
情
緒
不
安
定
に
な
っ
た

り
、
空
腹
感
を
感
じ
甘
い
物
を
無
性
に
食
べ
た
く
な
っ
た
り
す
る
な
ど
、

人
に
よ
っ
て
様
々
な
か
た
ち
で
予
兆
が
み
ら
れ
ま
す
。 

 

【片
頭
痛
は
な
ぜ
起
こ
る
の
か
？
】 

血
管
と
神
経
が
一
緒
に
な
っ
て
、
血
管
の
内
と
外
で
起
こ
る
も
の
で
、

血
管
の
拡
張
と
炎
症
が
頭
痛
の
原
因
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

片
頭
痛
は
、
こ
め
か
み
か
ら
眼
の
奥
に
か
け
て
、
脈
打
つ
よ
う
に
ズ

キ
ン
ズ
キ
ン
と
痛
む
の
が
特
徴
で
す
が
、
こ
れ
は
こ
め
か
み
に
あ
る
動

脈
や
脳
の
血
管
が
拡
張
し
、
血
管
の
周
り
に
あ
る
三
叉
神
経
が
刺
激
さ

れ
る
こ
と
に
よ
り
、
頭
痛
が
起
こ
る
た
め
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

な
ぜ
頭
部
の
血
管
が
拡
張
し
、
頭
痛
が
起
き
る
の
か
に
つ
い
て
は
、

幾
つ
か
の
説
が
あ
り
ま
す
。
血
管
説
、
神
経
説
、
三
叉
神
経
血
管
説
な

ど
で
、
三
叉
神
経
血
管
説
が
最
も
有
力
と
し
て
、
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。 

■
血
管
説
■ 

・
セ
ロ
ト
ニ
ン
は
血
液
中
の
血
小
板
の
中
に
あ
る
物
質
で
、
動
脈
を
引
き
締
め

て
収
縮
さ
せ
る
物
質
で
す
。 

・
セ
ロ
ト
ニ
ン
は
、
ド
キ
ン
ド
キ
ン
と
い
う
拍
動
の
度
に
、
動
脈
の
周
り
を
取

り
囲
ん
で
い
る
神
経
を
引
っ
張
り
、
ズ
キ
ン
ズ
キ
ン
と
す
る
頭
の
痛
み
を
引

き
起
こ
し
ま
す
。 

■
神
経
説
■ 

・
脳
の
特
定
の
部
位
に
、
神
経
活
動
の
抑
制
が
起
こ
り
、
周
囲
に
広
が
っ
て
前

兆
が
起
こ
り
ま
す
。 

・
さ
ら
に
頭
部
を
支
配
す
る
三
叉
神
経
が
刺
激
さ
れ
て
頭
痛
が
起
こ
る
と
い
う

説
で
す
。 

■
三
叉
神
経
血
管
説
■ 

・
ス
テ
ッ
プ
１ 

↓ 

何
ら
か
の
き
っ
か
け
に
よ
り
、
血
管
の
周
り
の
神
経

（
三
叉
神
経
）
が
刺
激
さ
れ
ま
す
。 

・
ス
テ
ッ
プ
２ 

↓ 

三
叉
神
経
が
刺
激
さ
れ
、
炎
症
や
痛
み
を
引
き
起
こ

す
と
さ
れ
る
Ｐ
物
質
（
Ｇ
Ｒ
Ｐ
…
サ
ブ
ス
タ
ン
ス
Ｐ
）
が
頭
の
血
管
に
放
出

さ
れ
ま
す
。 

 

・
ス
テ
ッ
プ
１
で
話
し
ま
し
た
何
ら
か
の
き
っ
か
け
と
は
、
次
の
よ
う
な
も

の
が
あ
り
ま
す
。
ス
ト
レ
ス
、
人
ご
み
、
生
理
、
眩
し
い
光
、
ア
ル
コ
ー
ル
、

特
に
ワ
イ
ン
、
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
な
ど
の
食
品
な
ど
。 

 

以
上
が
、
片
頭
痛
の
大
ま
か
な
概
要
で
す
が
、

そ
の
原
因
は
は
っ
き
り
し
て
い
ま
せ
ん
。
ホ
ル

モ
ン
の
バ
ラ
ン
ス
が
悪
く
な
る
為
、
生
理
の
前

後
は
片
頭
痛
が
起
き
易
く
な
り
ま
す
。
頭
痛
持

ち
の
人
は
、
症
状
が
悪
化
す
る
為
、
ピ
ル
は
飲

ま
な
い
よ
う
に
と
よ
く
言
わ
れ
ま
す
。
そ
れ
も

や
は
り
、
ピ
ル
は
女
性
ホ
ル
モ
ン
の
一
種
な
の

で
、
ホ
ル
モ
ン
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
て
し
ま
う
た

め
で
は
無
い
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
逆
に
、
妊
娠

中
は
片
頭
痛
が
消
え
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
も
妊
娠
に
よ
る
ホ
ル
モ
ン
の
変
化
が
関

係
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
詳
し
い
メ

カ
ニ
ズ
ム
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。 

 【片
頭
痛
が
起
き
て
し
ま
っ
た
時
に
は
】 

日
常
生
活
で
、
規
則
正
し
い
生
活
リ
ズ
ム
を

保
つ
こ
と
が
何
よ
り
で
す
。
睡
眠
不
足
、
飲
酒
、
ス
ト
レ
ス
、
人
ご
み

な
ど
の
環
境
に
加
え
、
頭
痛
を
誘
発
す
る
食
品
も
避
け
る
こ
と
が
大
切

で
す
。
ま
た
、
寝
過
ぎ
も
片
頭
痛
の
要
因
と
な
る
と
い
わ
れ
て
い
る
の

で
、
注
意
が
必
要
で
す
。 

片
頭
痛
の
前
に
は
、
前
兆
が
起
こ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
前
兆
を
感

じ
た
ら
、
ま
ず
は
横
に
な
る
こ
と
で
す
。
音
や
光
に
過
敏
に
な
る
の
で
、

カ
ー
テ
ン
を
閉
め
た
り
、
暗
い
静
か
な
環
境
の
中
で
休
ん
で
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
最
も
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
対
処
法
で
す
が
、
片
頭
痛
は
患
部
を
冷
や

す
と
痛
み
が
和
ら
ぎ
ま
す
。
血
管
拡
張
型
の
頭
痛
な
の
で
、
冷
や
す
こ

と
に
よ
り
、
血
管
を
収
縮
さ
せ
て
痛
み
を
鎮
め
ま
す
。 

少
し
意
外
で
す
が
、
一
杯
の
コ
ー
ヒ
ー
が
片
頭
痛
を
和
ら
げ
て
く
れ

る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
紅
茶
や
緑
茶
も
同
様
で
す
が
、
こ
れ
ら

の
飲
み
物
に
、
カ
フ
ェ
イ
ン
の
成
分
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
は
良
く
知

ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
鎮
痛
薬
の
中
に
も
、
カ
フ
ェ
イ
ン
成
分
が

配
合
さ
れ
て
い
る
も
の
が
多
く
、
こ
の
カ
フ
ェ
イ
ン
の
中
に
は
、
中
枢

興
奮
作
用
、
骨
格
筋
へ
の
作
用
、
利
尿
作
用
、
脳
の
血
管
へ
の
作
用
、

等
の
作
用
が
あ
り
ま
す
。 

ま
た
、
片
頭
痛
の
人
の
傾
向
と
し
て
、
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
と
ビ
タ
ミ
ン

Ｂ
２
の
栄
養
素
が
不
足
し
て
い
る
と
い
う
デ
ー
タ
が
あ
り
ま
す
。
マ
グ

ネ
シ
ウ
ム
を
多
く
含
む
食
品
と
し
て
は
、
玄
米
、
納
豆
、
豆
腐
や
ヒ
ジ

キ
、
緑
黄
色
野
菜
や
、
葉
物
野
菜
が
上
げ
ら
れ
ま
す
。
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
２

は
、
レ
バ
ー
、
鰻
、
た
ら
こ
、
卵
黄
な
ど
に
多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

片
頭
痛
の
方
は
、
少
し
意
識
し
て
こ
れ
ら
の
食
品
を
摂
取
す
る
よ
う
に

心
掛
け
て
み
て
く
だ
さ
い
。 

片
頭
痛
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
、
ま
だ
充
分
に
は
解
明
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

お
風
呂
に
入
っ
て
暖
め
た
り
す
る
と
、
か
え
っ
て
酷
く
な
る
よ
う
に
、

ロ
ー
リ
ン
グ
療
法
で
も
、
患
部
に
さ
わ
っ
た
り
、
頭
部
の
血
行
を
良
く

す
る
と
、
痛
み
が
増
す
場
合
が
あ
り
ま
す
。
で
す
か
ら
、
ロ
ー
リ
ン
グ

療
法
で
は
、
末
梢
ロ
ー
リ
ン
グ
を
中
心
に
治
療
し
て
様
子
を
見
て
い
き

ま
す
。（
※
左
図
２
参
照
） 

 次
回
は
、
緊
張
型
頭
痛
と
、
群
発
性
頭
痛
、
及
び
頭
痛
の
ま
と
め
と
し
て
、
３
種

の
頭
痛
の
違
い
や
薬
の
服
用
方
法
な
ど
に
つ
い
て
も
ご
説
明
し
た
い
と
思
い
ま

す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
蓑
原 

誠
）  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

１月２月と、猛威を振るった風邪やインフルエンザの大流行も、３月に入り、春の足音とともに、漸く収束の気配を見せ始めました。当院でも、発熱や体調不良でお休みされる方

が相次ぎ、その脅威をとても身近に感じたものです。こんな時、日頃から免疫力をつけておくことがいかに大切かを、実感させられます。皆さんは、体調はいかがですか？ 

このあたりで、しっかりと体調を整え直し、元気に、気持ちよく新年度を迎えたいものですね！さて、今回は、季節を問わない、普遍的なテーマとして、頭痛、肥満、骨盤の異常

を取り上げてみました。さらに３回目を迎えた「シリーズ免疫」は、意外に身近な病気『がん』を免疫の観点から取り上げています。いずれも身近なテーマだと思いますので、分

らないことなど、担当の先生方にどんどん質問してくださいね！また、当ローリング健康センターから独立され、各地でご活躍されている先生方から、近況報告のコメントを頂き

ました。表面左下に掲載致しましたので、是非ご一読下さい。次号でもさらに他の先生方からのコメントを掲載予定ですので、どうぞお楽しみに。 
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人
間
の
体
は
、
食
事
よ
り
取
り
込
ん
だ

栄
養
素
を
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
に
変
化
さ
せ
、
生
命
の
維
持
や
活
動
の
原

動
力
と
し
て
い
ま
す
。
栄
養
素
か
ら
得
ら
れ
た
熱
量
を
、
摂
取
エ
ネ
ル
ギ

ー
と
い
い
、
日
常
の
活
動
や
運
動
な
ど
で
使
わ
れ
る
熱
量
を
消
費
エ
ネ
ル

ギ
ー
と
い
い
ま
す
。
摂
取
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
体
を
動
か
す
こ
と
に
よ
り

消
費
さ
れ
ま
す
が
、
使
わ
れ
ず
に
余
っ
た
分
は
、
中
性
脂
肪
と
い
う
形

で
、
肝
臓
や
脂
肪
細
胞
の
中
に
蓄
え
ら
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
身
体
が
飢

餓
状
態
に
さ
ら
さ
れ
る
と
、
中
性
脂
肪
を
分
解
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
変

化
さ
せ
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

し
か
し
、
現
代
人
の
生
活
は
、
食
生
活
も
裕
福
で
、
交
通
手
段
や
通

信
の
利
便
化
に
よ
り
体
を
動
か
す
機
会
も
少
な
く
な
り
、
実
際
に
体
が

飢
餓
状
態
に
さ
ら
さ
れ
る
こ
と
は
、
殆
ど
無
く
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
消
費
し
き
れ
な
い
摂
取
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
余
剰

分
が
、
大
量
に
中
性
脂
肪
と
し
て
蓄
え
ら
れ
て
、
肥
満
と
い
う
現
象
を

生
む
結
果
に
な
っ
た
の
で
す
。 

●
基
礎
代
謝
に
つ
い
て
● 

 

基
礎
代
謝
と
は
、
生
き
て
い
く
た
め
に
最
低
限
必
要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

（
呼
吸
を
す
る
、
心
臓
を
動
か
す
、
体
温
を
保
つ
な
ど
）
と
、
生
活
活

動
代
謝
量
（
日
常
生
活
や
運
動
で
使
う
エ
ネ
ル
ギ
ー
）、
及
び
Ｄ
Ｉ
Ｔ
（
食

事
誘
導
性
体
熱
産
生
＝
咀
嚼
や
消
化
・
吸
収
に
使
う
エ
ネ
ル
ギ
ー
）
に

分
か
れ
ま
す
。
一
日
の
総
消
費
エ
ネ
ル
ギ
ー
量
の
約
６
〜
７
割
は
、
基

礎
代
謝
量
で
占
め
て
い
ま
す
。 

ま
た
一
般
的
に
、
加
齢
と
と
も
に
基
礎
代
謝
は
低
下
し
て
き
ま
す
の
で
、

消
費
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
も
大
き
く
影
響
し
て
き
ま
す
。 

●
体
脂
肪
の
種
類
● 

体
脂
肪
と
一
口
に
言
っ
て
も
、
体
の
中
の
脂
肪
は
そ
の
働
き
や
蓄
積

さ
れ
る
部
位
に
よ
っ
て
、
幾
つ
か
に
分
類
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
ど
の

よ
う
に
違
う
の
で
し
ょ
う
か
。 

ま
ず
、
中
性
脂
肪
に
は
そ
の
蓄
積
さ
れ
る
部
位
に
よ
っ
て
、
皮
下
脂
肪
、

内
臓
脂
肪
、
血
中
脂
肪
の
３
種
類
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
血
液
検
査

な
ど
で
見
ら
れ
る
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
や
細
胞
膜
を
作
る
リ
ン
脂
質
も
脂

肪
の
一
種
で
す
。 

【中
性
脂
肪
】  

◎ 

皮
下
脂
肪･･･

皮
膚
の
下
に
つ
き
、
脂
肪
細
胞
の
数
を
増
や
し
て
体
脂
肪
を
蓄
え
る
。

体
温
を
保
ち
、
外
部
の
衝
撃
か
ら
体
を
保
護
す
る
役
割
を
し
て
い
ま
す
。
た
ま
り
に

く
い
タ
イ
プ
の
脂
肪
。
一
度
付
く
と
、
分
解
さ
れ
に
く
く
減
り
に
く
い
。 

◎ 

内
臓
脂
肪･･･

内
臓
の
周
り
に
つ
き
、
脂
肪
細
胞
の
中
身
を
膨
ら
ま
せ
体
脂
肪
を
蓄

え
る
。
内
臓
を
正
常
な
位
置
に
保
ち
、
保
護
し
た
り
、
ク
ッ
シ
ョ
ン
の
役
割
を
し
て
い
ま

す
。
た
ま
り
や
す
い
タ
イ
プ
の
脂
肪
。
分
解
さ
れ
や
す
く
減
り
や
す
い
。 

◎ 

血
中
脂
肪･･･

血
液
中
に
溶
け
て
い
る
脂
肪
で
、
中
性
脂
肪
の
中
で
は
一
番
最
初
に

使
わ
れ
る
脂
肪
で
、
こ
の
中
で
は
最
も
減
り
や
す
い
。
多
く
な
り
す
ぎ
る
と
動
脈
硬
化

や
生
活
習
慣
病
な
ど
の
原
因
に
な
り
や
す
い
。 

【コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
】 

◎ 

Ｈ
Ｄ
Ｌ(

善
玉)

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
・・・高
比
重
で
、
体
内
の
血
管
壁
に
余
っ
た 

Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
回
収
し
、
肝
臓
へ
持
ち
帰
る
。
動
脈
硬
化
を
予
防
す
る
。  

 

◎ 

Ｌ
Ｄ
Ｌ(

悪
玉)

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
・・・肝
臓
か
ら
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
各
組
織
に 

  

運
ぶ
。 

低
比
重
な
た
め
、
血
管
壁
に
付
き
や
す
く
、
動
脈
硬
化
を
促
進
さ
せ
る
。 

【リ
ン
脂
質
】 

細
胞
膜
を
作
る
成
分
。
本
来
は
水
に
溶
け
な
い
脂
肪
な
ど
を
、
水
に
馴
染
ま
せ
る
性
質
を

持
っ
て
い
て
、
ア
ポ
蛋
白
と
一
緒
に
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
や
中
性
脂
肪
を
包
む
こ
と
に
よ
り
、
リ
ポ

蛋
白
質
に
変
わ
り
、
血
液
中
で
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
や
中
性
脂
肪
を
運
ぶ
役
割
を
し
て
い
る
。 

以
上
が
、
体
の
中
に
あ
る
、
主
な
脂
肪
の
種
類
に
な
り
ま
す
。 

中
性
脂
肪
は
脂
肪
細
胞
に
蓄
え
ら
れ
、
体
を
動
か
す
際
に
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
と
し
て
使
わ
れ
ま
す
。
体
内
に
脂
身
と
し
て
貯
蔵
さ
れ
て
い
る
も
の

で
、
一
般
に”

脂
肪
“
と
呼
ば
れ
る
の
は
こ
の
中
性
脂
肪
の
部
分
で
す
。 

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
は
体
を
動
か
す
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
使
う
の
で
は
な

く
、
細
胞
膜
や
ホ
ル
モ
ン
、
胆
汁
酸
の
原
材
料
と
し
て
使
わ
れ
た
り
、

消
化
作
用
を
助
け
る
働
き
を
し
て
い
る
為
、
両
者
は
同
じ
脂
肪
で
も
、

働
き
は
全
く
別
の
も
の
に
な
り
ま
す
。 

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
は
、“
善
玉
”“
悪
玉
”
な
ど
と
呼
ば
れ
ま
す
が
、
基

本
的
な
働
き
に
は
、
善
悪
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
食
生
活
の
乱
れ

や
運
動
不
足
な
ど
に
よ
っ
て
Ｌ
Ｄ
Ｌ
と
Ｈ
Ｄ
Ｌ
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
、

そ
の
働
き
に
狂
い
が
生
じ
る
と
、
動
脈
硬
化
な
ど
、
体
に
悪
影
響
を
及

ぼ
す
こ
と
に
な
る
の
で
す
。 

で
す
か
ら
、
Ｈ
Ｄ
Ｌ
や
Ｌ
Ｄ
Ｌ
の
バ
ラ
ン
ス
や
、
中
性
脂
肪
が
多
く
な

り
過
ぎ
な
い
よ
う
に
、
普
段
か
ら
気
を
つ
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。 

【体
重
と
体
脂
肪
率
】 

次
に
、
体
重
と
、
体
脂
肪
率
に
つ
い
て
で
す
が
、
体
重
は
体
の
重
さ
で
、

体
脂
肪
率
は
、
体
重
に
占
め
る
脂
肪
の
割
合
を
い
い
ま
す
。
体
は
、
水

分
、
筋
肉
、
脂
肪
で
出
来
て
お
り
、
脂
肪
も
生
き
て
い
く
為
に
は
あ
る

程
度
必
要
で
す
。
た
だ
、
増
え
過
ぎ
は
肥
満
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
標

準
体
重
で
も
脂
肪
率
が
高
い
と
、
隠
れ
肥
満
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。 

肥
満
度
を
表
す
の
に
、
国
際
的
に
用
い
ら
れ
て
い
る
指
標
が
、
Ｂ
Ｍ
Ｉ

（
ボ
デ
ィ
・
マ
ス
・
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
）
で
す
。 

こ
れ
は
、
「体
重
（㎏
）÷

身
長
（ｍ
）の
２
乗
」も
し
く
は
「体
重
（㎏
）÷

身

長
（ｍ
）÷
身
長
（ｍ
）」の
公
式
で
求
め
ら
れ
ま
す
。
こ
の
数
字
が
２
２
の
と

き
に
最
も
病
気
が
少
な
い
状
態
（標
準
体
重
）と
さ
れ
て
お
り
、
２
５
以
上

だ
と
肥
満
で
す
。
さ
ら
に
２
５
以
上
で
高
血
圧
ま
た
は
高
脂
血
症
、
糖
尿

病
の
い
ず
れ
か
が
あ
る
場
合
や
内
臓
脂
肪
が
多
い
場
合
は
「肥
満
症
」と
さ

れ
ま
す
。 

Ｂ
Ｍ
Ｉ
の
数
値
を
出
す
こ
と
で
、
あ
る
種
の
生
活
習
慣
病
な
ど
に
対
す

る
そ
の
人
の
危
険
率
を
見
る
、
か
な
り
正
確
な
指
標
に
な
る
そ
う
で
す
。

こ
の
数
字
は
あ
く
ま
で
も
目
安
で
す
が
、
２
５
以
上
の
人
は
、
食
事
や

ア
ル
コ
ー
ル
な
ど
食
生
活
に
気
を
つ
け
た
り
、
運
動
を
心
が
け
た
り
、

生
活
習
慣
を
見
直
し
ま
し
ょ
う
。 

ま
た
、
Ｂ
Ｍ
Ｉ
か
ら
自
分
の
標
準
体
重
を
出
す
に
は 

「身
長
（ｍ
）×

身
長
（ｍ
）×

２
２
」で
計
算
す
る
と
出
て
き
ま
す
。 

■
体
脂
肪
計
の
し
く
み
■ 

体
脂
肪
率
を
予
防
的
に
測
定
す
る
に
は
、
市
販
の
体
脂
肪
計
を
利
用
す

れ
ば
簡
単
に
測
定
で
き
ま
す
。 

体
脂
肪
計
は
、
測
る
部
分
に
電
極
が
あ
り
、
そ
こ
で
全
身
の
電
気
抵
抗

（
イ
ン
ピ
ー
ダ
ン
ス
）
を
測
定
し
、
体
脂
肪
率
を
測
り
ま
す
。
体
に
は
、

水
分
を
殆
ど
含
ま
な
い
脂
肪
組
織
と
、
水
分
を
た
く
さ
ん
含
む
徐
脂
肪

組
織
（
筋
肉
、
骨
、
体
液
な
ど
）
の
２
種
類
に
分
類
さ
れ
ま
す
。
電
流

は
水
の
中
を
流
れ
や
す
い
の
で
、
徐
脂
肪
組
織
の
多
い
人
は
イ
ン
ピ
ー

ダ
ン
ス
が
低
く
、
逆
に
体
脂
肪
量
が
多
い
人
は
イ
ン
ピ
ー
ダ
ン
ス
が
上

昇
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、
測
定
す
る
上
で
は
、
体
内
の
水
分
の
変
化
や

体
温
の
影
響
を
受
け
る
の
で
、
一
日
に
何
回
も
測
定
し
て
も
そ
の
都
度

数
値
が
変
化
す
る
な
ど
、
正
確
さ
に
欠
け
ま
す
。
特
に
、
運
動
、
食
事
、

入
浴
前
後
な
ど
は
不
安
定
で
測
定
に
は
適
し
ま
せ
ん
。 

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
自
分
で
毎
回
同
じ
条
件
で
、
決
ま
っ
た
時
間

帯
に
正
確
に
測
定
し
、
数
週
間
毎
に
比
較
し
て
、
正
常
範
囲
内
を
目
安

と
す
る
の
が
ベ
ス
ト
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
当
院
の
待
合
室
に
も
、
体
脂

肪
が
測
定
で
き
る
体
重
計
を
置
い
て
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
測
定
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。
次
回
は
、
食
事
や
運
動
な
ど
の
生
活
習
慣
に
つ
い
て
、
体
脂

肪
と
の
関
係
を
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 

（
石
川 

光
二
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

こ
つ
ば
ん
の
ゆ
が
み 

骨
盤
は
、
体
の
中
心
部
に
位
置
し
、
腸
骨
、
仙
骨
、
恥
骨
、
こ
れ
ら

の
骨
が
繋
が
っ
て
構
成
さ
れ
、
股
関
節
と
連
結
し
て
上
肢
と
下
肢
を
支

え
て
い
る
、
い
わ
ば
建
物
の
土
台
の
よ
う
な
も
の
で
す
。 

 骨
盤
の
歪
み
に
は
、
①
縦
（左
右
の
高
さ
）、
②
横
（骨
盤
が
開
い
て
い
る
）、

③
前
後
（骨
盤
の
出
っ
張
り
の
高
さ
）の
歪
み
が
あ
り
ま
す
。（
図
１
参
照
） 

骨
盤
が
歪
む
と
、
人
間
の
体
は
無
意
識
に
、
そ
の
歪
み
に
対
し
て
バ
ラ

ン
ス
を
取
ろ
う
と
し
、
そ
の
結
果
、
一
定
の
場
所
に
負
担
が
か
か
り
、

頚
椎
（
首
の
骨
）、
上
肢
（
肩
、
肘
、
手
首
）、
胸
椎
（
背
骨
）、
腰
椎
（
腰

の
骨
）、
仙
腸
関
節
、
股
関
節
、
膝
関
節
、
足
関
節
（
足
首
）、
内
臓
関

係
、
婦
人
科
系
、
循
環
器
系
、
呼
吸
器
系
等
の
不
調
の
大
き
な
原
因
と

な
り
ま
す
。
骨
盤
が
歪
ん
だ
ま
ま
の
状
態
で
、
毎
日
の
生
活
や
ス
ポ
ー

ツ
を
続
け
て
い
る
と
、
負
担
が
掛
か
っ
て
い
る
部
分
の
筋
肉
が
固
ま
っ

て
短
縮
し
、
血
液
循
環
が
悪
く
な
り
、
コ
リ
や
痛
み
が
発
生
し
ま
す
。 

 

当
セ
ン
タ
ー
で
も
、
足
の
長
さ
等
で
骨
盤
の
歪
み
の
チ
ェ
ッ
ク
を
し
て

い
ま
す
が
、
次
の
項
目
に
当
て
は
ま
る
も
の
が
あ
れ
ば
、
骨
盤
が
歪
ん

で
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。 

 ① 

左
右
の
肩
の
高
さ
が
違
う 

② 

顔
や
首
が
傾
い
て
い
る 

③ 

常
に
同
じ
方
に
荷
物
を
持
つ 

④ 

歩
い
て
い
て
躓
く
こ
と
が
多
い 

⑤ 

横
座
り
を
よ
く
す
る 

⑥ 

猫
背
で
あ
る 

⑦ 

仰
向
け
に
寝
ら
れ
な
い 

⑧ 

靴
の
外
側
が
減
る 

⑨ 

疲
れ
や
す
い
、
体
が
だ
る
い 

⑩ 

生
理
痛
、
生
理
不
順
が
あ
る 

⑪ 

常
に
同
じ
側
の
肩
に
バ
ッ
グ
を
掛
け
る 

⑫ 

骨
盤
の
左
右
の
高
さ
や
出
っ
張
り
が
違
う 

⑬ 

正
座
を
す
る
と
、
左
右
の
膝
の
位
置
が
違
っ
て
い
る
（
高
さ
、
前
後
） 

⑭ 

ス
カ
ー
ト
が
回
っ
た
り
、
ズ
ボ
ン
が
良
く
ず
れ
る 

⑮ 

座
り
仕
事
や
、
立
ち
仕
事
で
、
長
時
間
同
じ
姿
勢
で
い
る 

⑯ 

イ
ス
に
座
る
と
、
脚
を
組
む
癖
が
あ
る 

⑰ 

立
っ
て
い
る
時
、
ど
ち
ら
か
の
足
に
重
心
を
掛
け
る 

⑱ 

横
座
り
を
す
る
時
、
ど
ち
ら
か
し
に
く
い
方
向
が
あ
る 

⑲ 

頸
肩
や
背
中
、
腰
に
張
り
や
痛
み
が
あ
る 

⑳ 
便
秘
、
あ
る
い
は
下
痢
を
す
る
こ
と
が
多
い 

※
３
か
ら
８
個 

↓ 

少
し
歪
ん
で
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。 

９
個
以
上 

↓ 

だ
い
ぶ
歪
ん
で
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。 

 

当
て
は
ま
る
項
目
が
多
い
人
ほ
ど
骨
盤
の
歪
み
が
大
き
い
と
考
え
ら
れ

ま
す
。 

 

ロ
ー
リ
ン
グ
療
法
で
、
硬
く
な
っ
た
筋
肉
を
柔
ら
か
く
し
、
血
液
循
環

を
改
善
す
れ
ば
、
骨
盤
の
歪
み
も
矯
正
さ
れ
ま
す
。 

骨
盤
の
歪
み
が
、
体
調
の
悪
さ
や
、
体
の
痛
み
、
コ
リ
等
の
全
て
の
原

因
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
正
し
い
位
置
に
戻
し
て
あ
げ
る
事
が
、
体
の

各
所
の
不
調
を
取
り
除
く
為
に
も
、
病
気
や
ケ
ガ
の
予
防
の
為
に
も
大

切
な
こ
と
だ
と
言
え
る
と
思
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

（
水
野 

謙
治
） 

ガ
ン
と
免
疫
① 

 

私
達
の
体
は
、
６
０
兆
と
も
７
０
兆
と
も
言
わ
れ
る
天
文
学
的
数
の

細
胞
か
ら
成
り
立
っ
て
お
り
、
そ
の
内
毎
日
３
千
億
個
以
上
の
細
胞
が

死
に
、
同
じ
数
の
細
胞
が
生
ま
れ
変
わ
っ
て
平
衡
を
保
っ
て
い
ま
す
。 

全
て
の
細
胞
が
、
正
常
に
生
ま
れ
変
わ
れ
ば
い
い
の
で
す
が
、
こ
れ
だ

け
の
数
に
な
る
と
正
常
に
変
わ
ら
ず
、
中
に
は
突
然
変
異
に
よ
っ
て
、

が
ん
細
胞
に
な
っ
て
し
ま
う
も
の
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
生
体
の

中
で
正
常
な
細
胞
が
突
然
変
異
を
起
こ
す
確
率
は
、
専
門
家
に
よ
る
計

算
に
基
づ
け
ば
、
ヒ
ト
は
毎
日
数
百
〜
数
千
の
が
ん
細
胞
を
誕
生
さ
せ

て
い
る
こ
と
に
な
る
そ
う
で
す
。 

も
ち
ろ
ん
、
こ
の
体
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
叛
乱
分
子
の
よ
う
に
生
ま
れ

る
が
ん
細
胞
が
す
べ
て
、
所
謂
が
ん
に
な
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

大
部
分
は
わ
れ
わ
れ
の
免
疫
機
能
が
働
き
一
つ
一
つ
丹
念
に
排
除
し
て

い
て
く
れ
ま
す
。
し
か
し
、
何
ら
か
の
原
因
で
免
疫
力
が
弱
っ
て
い
る

と
排
除
し
き
れ
ず
が
ん
へ
と
成
長
し
て
し
ま
い
ま
す
。
１
個
の
が
ん
細

胞
が
早
期
発
見
と
い
わ
れ
る
約
１
ｇ
（
数
と
し
て
は
約
１
０
億
）
に
な

る
の
に
何
年
も
か
か
り
ま
す
が
、
末
期
と
い
わ
れ
る
状
態
に
な
る
の
に

は
そ
こ
か
ら
わ
ず
か
２
年
程
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

が
ん
に
よ
る
死
亡
率
は
こ
れ
だ
け
検
診
が
進
み
、
治
療
法
が
進
み
、
診

断
技
術
が
進
歩
し
、

様
々
な
健
康
法
や
サ
プ

リ
メ
ン
ト
健
康
食
品
、

ガ
ン
情
報
が
巷
に
あ
ふ

れ
て
い
て
も
、
残
念
な

が
ら
下
グ
ラ
フ
の
よ
う

に
、
１
９
８
１
年
以
降

死
亡
原
因
の
ト
ッ
プ
に

君
臨
し
、
そ
の
後
も
増

え
続
け
て
い
ま
す
。
部

位
ご
と
の
死
亡
率
も
、

胃
が
ん
の
よ
う
に
一
部

減
っ
て
い
る
が
ん
も
あ

り
ま
す
が
、
総
じ
て
肺

が
ん
を
筆
頭
に
、
増
加

の
一
途
を
辿
っ
て
い
ま

す
。
現
在
で
は
お
そ
ら

く
、
３
人
に
１
人
は
が

ん
で
亡
く
な
っ
て
い
る

と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

わ
れ
わ
れ
の
体
の
免
疫
機
能
は
Ｔ
リ
ン
パ
球
を
筆
頭
に
、
が
ん
細
胞

を
発
見
す
る
と
Ｂ
リ
ン
パ
球
が
抗
体
を
作
り
、
サ
イ
ト
カ
イ
ン
と
呼
ば

れ
る
細
胞
同
士
を
呼
び
寄
せ
た
り
、
活
性
化
と
言
っ
て
元
気
に
し
た
り

す
る
物
質
を
出
し
た
り
、
キ
ラ
ー
Ｔ
リ
ン
パ
球
と
呼
ば
れ
る
強
い
攻
撃

力
を
持
っ
た
戦
士
を
作
っ
た
り
し
て
、
協
力
し
あ
っ
て
が
ん
細
胞
を
、

排
除
し
て
く
れ
ま
す
。
Ｎ
Ｋ
Ｔ
（
ナ
チ
ュ
ラ
ル
キ
ラ
ー
細
胞
）
と
呼
ば

れ
る
、
命
令
無
し
で
が
ん
細
胞
を
攻
撃
排
除
し
て
く
れ
る
独
立
部
隊
も

い
ま
す
。 

こ
の
す
ば
ら
し
い
免
疫
機
能
を
、
も
っ
と
強
く
、
衰
え
な
い
よ
う
に

す
れ
ば
ガ
ン
の
死
亡
率
を
引
き
下
げ
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
次
回
「
ガ
ン
と
免
疫
②
」
で
は
、
こ
の
あ
た
り
を
も
う
少
し
突
っ

込
ん
で
お
話
し
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

（
蓑
原 

弘
豊
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  


